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【特別寄稿】 医療科学類の担当にあたって 

臨床医学系 磯辺 智範 准教授 

 
 
東野英利子先生の後任として、7月1日

に着任しました磯辺智範（いそべとものり）

です。どうかよろしくお願い致します。今回

は自己紹介ということで誌面をいただきま

す。 

 

 私は平成5年に診療放射線技師のライセ

ンスを取得、千葉大学附属病院に入職し、

画像診断や放射線治療の業務に携わりま

した。臨床現場で実務経験を積む中で、脳

内代謝を非侵襲的に捉えられないかと考

え、磁気共鳴スペクトロスコピーというMRI

の手法のもとになった技術にたどり着きま

した。研究できる施設を探していたところ、

筑波大学脳神経外科グループ（当時は能

勢忠男教授）で研究を進めていることを知

り、大学院受験を決意しました。社会人とし

て、筑波大学大学院修士課程医科学研究

科医科学専攻（現フロンティア医科学専攻）

に入学し、脳神経外科 松村 明 教授（当

時は脳神経外科講師）の指導を受け、「磁

気共鳴スペクトロスコピーによる脳内代謝

物の定量化」というテーマで修士（医科学）

を取得することができました。その後、博士

課程に進み、修士での研究を臨床に応用

し、種々の脳疾患における代謝変化を解析

するという研究内容で博士（医学）を取得し

ました。学位取得後も診療放射線技師とし

て臨床現場に身をおいていましたが、自身

の臨床経験と大学院で学んだことを後輩に

伝える機会を得、北里大学医療衛生学部

で診療放射線技師を目指す学生の教育に

携わることになりました。16名の学生の卒

業研究を担当し、国内ではありますが11名

の学生に学会発表を経験させることができ

たことは、私にとって自信になる大きな教

育経験でした。その後、筑波大学が、文部

科学省の大型プロジェクトである「がんプロ

フェッショナル養成プラン」に採択されたの

を受け、平成20年1月16日より、医学物理

教育担当として筑波大学大学院人間総合

科学研究科（臨床医学系）において、榮 武

二 教授のもと大学院生の指導にあたって

きました。また、附属病院での臨床業務の

機会も与えていただき、櫻井英幸教授のも

と、放射線腫瘍科および陽子線医学利用

研究センターの医学物理業務を担当してお

ります。昨年12月からは附属病院に新設さ

れた「放射線治療品質管理室」の副室長と

して、医師・看護師・診療放射線技師・医学

物理士など多職種で構成される放射線治

療部門の品質管理を統括する任務につい

ております。 

 現在の私の研究ですが、「医学物理」とい

う分野で活動しています。医学物理とは、

医学から物理工学まで、また医学の中では

診断と治療という特性の異なる領域を網羅

する幅広い分野です。研究というものは、

専門分野に特化することが重要であること

は十分理解しています。しかし、その一方

で、活躍の場を専門外の研究分野にまで

拡げ、多少の専門性を欠いたとしても、そ

れを補う広い視野を持って研究を進めてい

くことも、世の中のためには必要ではない
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かと考えています。医学物理はまさにこれ

にあてはまる分野です。今年度は幸いにし

て、「骨格筋MRIによる運動効果の多角的

評価法の確立（文部科学省 科学研究費補

助金 若手研究B）、画像誘導放射線治療

における被ばく線量の評価（日本放射線技

術学会研究助成）、陽子線治療における細

胞浸潤能抑制効果に関する研究（日本医

学放射線学会研究助成）、環境中における

放射性物質の簡易型リアルタイムモニタリ

ングシステムの開発（大和証券ヘルスケア

財団研究助成）」のテーマで研究費を獲得

することができました。分野を広げすぎた気

もしますが、「グレーゾーンの研究、中途半

端」と言われないようにしっかりと研究を進

めていく所存です。卒業研究のテーマとい

う形で医療科学類に貢献することも視野に

入れています。 

 私はこれまで、診療放射線技師教育（大

学）、医学物理士教育（大学院）に携わって

きました。大学や大学院という研究を key 

word にした組織の中で専門職種を育成す

るという、ある意味での矛盾も実感してきま

した。ただ、見方を変えれば、専門職であり

ながら研究能力も持ち合わせることは、医

療従事者として極めて有用でパワフルなス

キルになると思っています。着任してまだ

間もないため理解していない部分も多いの

ですが、私が医療科学類を外部から見てい

た限りにおいて「教育環境がすばらしい」と

認識しています。専門職教育という点では、

大学病院が隣接していることは大きな特色

です。“病院側との連携を密にした、臨床に

重点をおいた教育”が実践されている、あ

るいは可能な環境であると考えます。また、

研究という点で考えると、基礎から臨床、そ

して社会医学の分野まで、世界を舞台に活

躍している先生も多数います。このような環

境を活かせば、本邦の臨床検査技師を先

導する立場になる人材を輩出できると考え

ています。臨床検査技師教育が 1 つの柱で

ある医療科学類にとって、私のこれまでの

経験や能力がどれだけ役に立つかは未知

数ですが、学類の先生はもちろん、学類以

外の先生、病院のスタッフの方々などとコミ

ュニケーションをとり、そして指導を仰ぎな

がら、教育・研究・臨床に全力で取り組む

所存です。 

 

（研究の一部を紹介） 

下図は附属病院の臨床用 3.0 Tesla MRIを

用いて得た前頚骨筋の磁気共鳴スペクトロ

スコピー（1H-MRS）である。1H-MRSでは、

筋細胞内脂肪（intramyocellular lipids：

IMCL）と筋細胞外脂肪（extramyocellular 

lipids：EMCL）を非侵襲的に捉えることがで

きる。昨年から研究を始め、これまでに、運

動不足の人・スポーツ選手・生活習慣病の

人を群別に比較した場合、各群でIMCLと

EMCLの比率が異なるという知見を得てい

る。本手法は、健康維持や生活習慣病の

治療評価に応用できると考えており、現在、

臨床利用に関する研究を進めている。 

 

Figure 前頚骨筋の 1H-MRS（23 歳健常男性） 

 


